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衆
議
院
議
員
松
原
仁
君
提
出
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
実
施
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
新
変
異
株
発
生
の
懸
念
に
関
す
る
再
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
同
感
染
症
感
染
者
の
入
国
」
の
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
・
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
に
お
け
る
入
国
者
に
係
る
措
置
に
つ
い
て
は
、
令
和
三
年
四
月
二

十
八
日
に
開
催
さ
れ
た
「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
調
整
会
議
」
で
示
さ
れ
た
「
変
異
株
等
に
対
応
し
た
追
加
的
な
対
策
に
つ
い
て
（
案
）
」
に
お
い
て
、
「
基
本
的
な
考
え

方
」
と
し
て
「
ア
ス
リ
ー
ト
等
や
大
会
関
係
者
が
、
入
国
後
、
国
内
で
活
動
を
行
う
に
あ
た
っ
て
は
、
安
全
・
安
心
な
大
会

運
営
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
ア
ス
リ
ー
ト
が
最
高
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
滞
在
先
や
移

動
手
段
を
限
定
す
る
等
の
厳
格
な
行
動
管
理
、
健
康
管
理
、
ま
た
、
出
国
前
検
査
や
入
国
時
検
査
に
加
え
、
定
期
的
な
検
査

な
ど
、
必
要
な
防
疫
上
の
措
置
を
講
じ
る
。
特
に
国
内
在
住
者
と
の
接
触
を
厳
に
回
避
す
る
措
置
を
講
じ
る
」
と
さ
れ
、
具

体
的
に
は
、
例
え
ば
、
「
ア
ス
リ
ー
ト
等
」
及
び
「
大
会
関
係
者
」
に
つ
い
て
は
、
「
出
国
前
（
九
十
六
時
間
以
内
）
に
二

回
検
査
を
受
検
」
し
、
我
が
国
へ
の
入
国
時
に
は
、
「
空
港
に
お
い
て
検
査
を
受
検
」
す
る
と
と
も
に
、
「
入
国
後
三
日
間



 

２ 

 

は
毎
日
検
査
を
実
施
す
る
」
と
さ
れ
、
「
ア
ス
リ
ー
ト
等
」
に
つ
い
て
は
、
入
国
後
は
「
原
則
毎
日
検
査
を
実
施
す
る
」
と

と
も
に
、
「
用
務
先
を
原
則
、
宿
泊
施
設
、
練
習
会
場
、
競
技
会
場
に
限
定
」
す
る
と
さ
れ
、
「
大
会
関
係
者
」
に
つ
い
て

は
、
「
原
則
、
入
国
後
十
四
日
間
宿
泊
施
設
で
待
機
す
る
」
こ
と
と
す
る
が
、
「
入
国
後
十
四
日
以
内
に
活
動
を
開
始
し
な

け
れ
ば
、
大
会
の
運
営
に
支
障
が
あ
る
場
合
」
は
、
「
入
国
後
四
日
目
以
降
、
必
要
な
頻
度
で
検
査
を
行
う
」
と
と
も
に
、

「
用
務
先
を
本
邦
活
動
計
画
書
に
記
載
さ
れ
た
区
域
内
（
原
則
、
宿
泊
施
設
と
勤
務
先
）
に
限
定
」
し
、
「
公
共
交
通
機
関

を
使
用
し
な
い
こ
と
」
と
さ
れ
、
「
入
国
日
が
異
な
る
者
同
士
」
の
「
接
触
」
に
つ
い
て
は
、
「
受
入
責
任
者
（
組
織
委
員

会
等
）
の
監
督
」
の
下
、
「
入
国
者
が
守
る
べ
き
基
準
（
①
一
メ
ー
ト
ル
以
内
の
接
触
を
避
け
る
②
接
触
時
間
の
限
定
③
適

正
な
マ
ス
ク
着
用
）
等
」
を
定
め
、
当
該
基
準
等
の
「
遵
守
を
求
め
る
」
と
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

二
及
び
三
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
選
手
・
大
会
関
係
者
が
入
国
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
同
感
染
症
変
異
株
が
発
生
す
る
確
率
」
及
び
「
国
家
国

民
に
対
し
て
見
込
ま
れ
る
利
益
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
明
ら
か
で
は
な
い
た
め
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 


